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議題（７）新規バス路線の設定について

１．社会実験路線「箕面小野原線の見直し」内容について

◆「別紙３」参照

２．オレンジゆずるバス再編検討分科会における検討について

◆第８回オレンジゆずるバス再編検討分科会において、補完の必要性について検討

・オレンジゆずるバスの既存ルートを変更しての補完はしないものとする。

・一方、今後のまちづくりを考えると新駅へのアクセスは重要

・他の代替手段も含め、引き続き補完の可否を検討する必要がある。

３．粟生萱野線（路線バス）を活用した新規ルート（案）について

【検討のポイント】

・全国的なバス運転士不足の現状より、既存の公共交通を活用しつつ、

昼間の時間において小野原地域と箕面萱野駅間のアクセスが確保できるルートを検討

・「粟生萱野線」について、朝や夕方以降は一定利用者がいるが、日中の利用者は非常に少

ない

・オレンジゆずるバスの再編にて、赤ルートの粟生地域の運行が一方向となったことや、粟

生地域と小野原地域のアクセスに関するご意見に対し、移動手段の確保を検討

【新規ルートの概要】

（１）運行ルートについて

◆路線バス「粟生萱野線」の利用者が少ない昼間の時間帯において、既存の粟生萱野

線を見直し、別系統として新規ルートを設定

◆ルートの詳細は「別紙４」参照

（２）運行時間・便数について

◆10 時～16 時の間で往復６便程度の運行を想定

※「始発～10 時まで」及び「16 時以降」は既存の粟生萱野線のルートで運行

（３）運行開始時期について

◆令和８年４月頃予定

（４）市の費用負担について

◆新規ルートの設定により延伸となる運行距離の経費を市が負担

資料７

既存の公共交通を活かした補完ルートについて検討


